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1．事業の概要
　製造業の割合が高い岐阜県において，岐阜工
業高校は県内工業高校の牽引役を担っている。
県内の産業はそのどれもが高度な技術を有し，
工業高校の生徒の活躍に多くの期待を寄せてい
る。その期待に応えるべく，私たちの学校は，
航空宇宙，IoT，イノベーションの各分野で次
世代型テクノロジスト※1育成に取り組んできた。
　各種企業の講習，インターンシップ，各種学
校や企業との連携を経験し，授業では自ら考え，
仲間と協調することで，より深い学びを行うこ
とができた。この結果，多くの仲間が地元の企
業に内定し，次世代型テクノロジスト第 1期生
として，来春から活躍することとなった。
※ 1　テクノロジスト…かつてドラッカーは，知識に裏付け
された技能を使いこなす人材をテクノロジストと呼んだが，
本校では，高度な知識と技術・技能をあわせもった，実践的
工業人と捉えている。

2．具体的・特徴的な実践内容
⑴　航空宇宙産業テクノロジスト育成
　中部地方は航空宇宙産業の集積地である。そ
のため，本校では，機体や部品の製造，整備な
ど幅広い業態に向けたテクノロジストを育成し
てきた。航空機部品製造及び組立ては，平成
29 年度から「機械実習」で学習し，それぞれ

の要素技術が身に付いた。
　例えば，飛行機製造工程実習では，① 3 DCAD

による翼設計→② 3 DCADデータを利用し，
CAMによる切削シミュレーション→③翼面部
品加工→④リベット打ち（組立て）→⑤研磨・
塗装　といった一連の工程で，総合的に理解を
深め，技能を習得することができた。
　「課題研究」では，これらで作成した機体翼
の強度試験を経て，3 DCADによる応力分布解
析や，再設計を行うなどの学びを基に，専門的
な知識，技術などを深化・総合化することがで
きた。
　これらの実習は本校の先生のみでなく，講師
として企業からお越しいただいた熟練技能者の
方からも，多くを学ぶことができ，高い評価を
いただくことができた。評価項目の一部と達成
度を下の表に示す。
　これらの授業ではルーブリックが示され，自
分自身にどのような力が身に付いたのかがよく
分かった。これにより，2年次から3年次では，
不足している力を集中的にトレーニングするこ
とで，講師の方からも良い評価が受けられたの
だと思う。
⑵　情報通信産業（IoT）テクノロジスト育成
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して，Pepperの身振り手振りを交えた自己紹
介後に，入居者と一緒に体操も行い，最後はこ
の日のために準備したゲームを共に楽しむこと
ができた。多くの入居者に集まっていただき，
たくさんの笑顔に囲まれ，入居者も生徒も共に
満足できる発表会だったと感じている。
　山形県産業科学館においても，NPO法人と
共同で「介護のお仕事プロモーション事業」に
参加し好評を得ることができた。
　福祉施設での成果発表の様子を写真 8，9に，
山形県産業科学館での様子を写真10，11に示す。

5．おわりに

　平成25年度の総務省統計局データによると，
日本は 4人に 1人が 65 歳以上の超高齢社会に
なっている。現在も少子高齢化が進行する中で，
これからは福祉の視点（共生・協働）を持った
取組が必要になると考えられる。本プロジェク
トにより，すぐに生徒の変化が見える形で現れ
るわけではないが，福祉に興味を持つ生徒が少
しずつ増えてくれれば，意味のある取組に繋が
る（きっかけ創りになる）と信じている。
　28 年度は，NPO法人からロボットの福祉分
野への利用方法について，共同で検討・提案す
るために声を掛けていただいた。ありがたいと
思うとともに，学校の普段の活動が私たちの想
像以上にどこかで見られているという自覚を持
たなければならないことも改めて感じた。そし
て NPO法人とのかかわりを通して，福祉の
WAプロジェクトが目指す方向に大きく前進す
ることができたと感じている。この度の貴重な
機会を大切にして，協力してくれる施設・団体
への感謝の気持ちも忘れず，福祉のWAプロジ
ェクトが今後さらに充実したものになるように
努力していきたい。

写真8　Pepper が kinect を利用したレクリエ

ーションゲームについて説明する様子

写真9　施設入居者とのふれあいの様子

写真10　�産業科学館成果発表会における参

加者とのふれあいの様子

写真11　山形県産業科学館でのNPO法人や企

　業の皆様方との記念写真
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ヘルスケアの分野で役立つことを目標に，住宅
照明や家電製品の制御をロボットを通して行え
るように開発している。介護施設等の監修によ
り，例えば音声認識機能やタッチパネル機能に
より，IoT化した機器や家電を制御することを
想定している。
　「実習」や「工業技術基礎」では，編成した
グループに同じ先生が年間を通じて担当してく
ださる My Teacher制により，私たちの能力を
的確に把握した上で御指導いただき，より理解
度を向上させることができた。
⑶ 　社会に変化をもたらすイノベーションの推
進
　それぞれの知識や技術を出し合って新たな問
題を解決することにより，革新的（イノベーテ
ィブ）な人材となることを目指して，様々な学
校と協働して，自分の専門分野以外の問題解決

を図っている。
　中でもプロジェクションマッピングやレーザ
ーカッターを利用した，新世代ファッションシ
ョーの運営は岐阜県立大垣桜高等学校との共同
プロジェクトによって成功を修めた。
　過去 2年間に渡ったこのプロジェクトでは，
学校は違っても，目標を共有して同じ内容を学
習でき，それらを基にファッションデザインや
レーザーカットが行われ，未踏分野に様々な提
案をすることができた。さらに，イノベーショ
ンには欠かせないグループワークにおいても，
運営力が向上し，イノベーション人材としての
資質を身に付けることができた。

3．成果と改善の方向性
⑴　 学びの成果　※（　）内は各年次における達成率の

割合（前は H 28 年度　後ろは H 29 年度）

・航空機の基礎を理解し，航空機製造に関する
材料の加工，組立て，試験方法などに関する技
術を身に付けることができた。　（79％→ 91％）
・航空宇宙産業への内定が増加した。
・ソフト及びハードウェアを用いて IoTを活用
し，携帯端末のアプリケーションが開発でき，
さらに，他者からの評価を基に品質改善に取り
組める。　（65％→ 92％）
・異分野のテクノロジストと協働し，新たに生
じた問題解決を図るための能力開発が自らでき
る。　（65％→ 89％）
⑵　改善の方向性　＊生徒アンケートより抜粋

・令和元年に開所する「ものづくり教育プラザ
2号館」を利用し，より高度な知識や技術・技
能を身に付けたい。
・各種アプリのフィールドテストをより多く実
施し，アプリのブラッシュアップを行いたい。
・異分野との連携を継続して行きたい。
　多学科の活動集合体「岐阜工業テクノ LAB」
では現在岐阜工業高校 100 周年に向けて有人航
空機製作プロジェクトを推進しており，これま
での研究を継続して行きたい。

　IoTは現代を支えるライフラインといっても
よく，あらゆるデータがインターネットを通じ
て活用されている。本校ではクラウドを活用し
たアプリケーション開発を学ぶことができた。
　成果が著しかったのは弱視者用アプリ開発
で，企画，設計，開発，テストのすべての行程
に参加し，現在は誰もが無料で開発したアプリ
を利用することができるように公開している。
この開発に当たっては，岐阜県立岐阜盲学校の
協力を得ることができ，生徒の皆さんに使用し

てもらい，使用
感などの意見を
改善へと繋げて
いった。完成し，
感謝の言葉をい
ただいた時に
は，たいへん感
動した。
　感情認識ロボ
ットのアプリ開
発では，医療・
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